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I．平成10年度事業の概要

平成10年度の国道関係の埋蔵文化財の発掘調査事業は、香川県教育委員会と財団法人香川県埋蔵文化

財調査センターとの間で平成10年4月1日付けで締結した「埋蔵文化財調査契約」に基づき実施した。

綾南バイパスと綾歌バイパス建設用地の調査で対象地面積は6，300nfであり、調査期間は平成10年4月

1日～平成11年1月31日である。委託内容は、まず、綾歌バイパス予定地内にある佐古川・窪田遺跡の

調査、その後、綾南バイパス予定地内の綾南D地区、綾歌バイパス予定地内の栗熊地区の予備調査、そ

して、綾歌バイパス予定地内の北内遺跡の調査を順次実施するものである。

佐古川・窪田遺跡の調査対象地面積は昨年度未調査部分1，375I正であるが、用地の買収状況により1，1

64nfの調査を実施した。残りの211汀fについては次年度以降対応することとなった。

綾南D地区の予備調査は、用地買収状況から昨年度実施できなかった部分について行った。実掘面積

は45汀fである。

栗熊地区の予備調査は昨年度に引き続いて行ったが、一部用地未了のため未調査の部分がある。実掘

面積は564汀デである。

北内遺跡は昨年度、馬指地区として予備調査した部分である。今年度発掘調査を実施した対象地面積

は5，608I正である。

以上、平成10年度の国道32号関係の発掘調査面積は7，381I正である。

整理事業は、平成3年度に発掘調査を行った国道11号バイパスに伴う鴨部・川田遺跡を平成9年度に

続いて実施し、また、平成7年度に発掘調査を行った野牛古墳、平成3、7年度に発掘調査を行った末

3号窯跡について実施した。（藤好）

区

分
遺　 跡　 名

調　 査　 工　 程

4 5 6 ．7 8 9 10 11 12 1 2 3

発

掘

調

査

佐 古 川 ・窪 田 遺 跡
l ll　　　　　　　　　　　　　　　　　ll　　　　　　　　　　　　　　　　　lll　　　　　　　　　　　　　　　　　lll　　　　　　　　　　　　　　　　　ll　　　　　　　　　　　　　　　　　lll

北　 内　 遺　 跡

綾南 D 地 区予備 調査

栗 熊 地 区 予 備 調 査 ■■■■■

整

理

鴨 部 ・川 田 遺 跡

野　 牛　 古　 墳

末　 3　 号　 窯　 跡
ltll

表1平成10年度調査工程表

－1－



Ⅱ．国道32号バイパス建設に伴う発掘調査事業

1．綾南D地区予備調査

a．調査の概要

綾南D地区は綾南町小野に所在しており、篭池に画した西向きの丘陵斜面部にある。丘陵頂部には自

梅古墳群が存在する。

調査対象地は開墾による削平が激しく、遺構は全く検出できなかった。

－2－

（乗松）



図2　綾南D地区トレンチ配置図　S＝1／1000

2．栗熊地区予備調査

a．調査の概要

佐古川・窪田遺跡のある微高地と東大東川との間を栗熊地区として予備調査を行った。

13トレンチ以西は微高地間の谷部で遺構は検出できなかった。近代まで湿地であったことが、地元で

言い伝えられており、長く開発から取り残されていたようである。

一方、14トレンチから東大東川までの間は東に向かって高くなる微高地となっており、中世前半（12

～13C）の安定した遺構を検出した。24トレンチでは地割の方向に合致する南北方向の平行する2本の

溝を検出した。溝から土師器の小皿が出土した。また、一部、後述する北内遺跡と平行する弥生時代中

期初頭（櫛措文を施した土器を中心に含む）の包含層を確認している。24トレンチでは縄文時代後期後

半の遺物を多量に含む包含層を検出した。基盤層に類似した土層中に部分的に遺物が集中しており、流

路もしくは落ち込みを検出したものと考えられる。

上述の状況から14トレンチ～東大東川までの間は遺構が拡がることがほほ確実なため、池下（いけした）

遺跡と命名し、次年度以降本調査を行う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（乗松）

ー3－
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3．佐古川・窪田遺跡

a．立地

佐古川・窪田遺跡は中大東川上流の東岸に位置している。周辺には次兄遺跡・行末遺跡・行末西遺跡

と弥生時代前期の遺跡が存在し、綾歌町地域では当遺跡や北内遺跡を含めて弥生時代前期～中期前半ま

では、ほぼ連続的に集落が営まれていたと思われる。

b．調査の概要

佐古川・窪田遺跡の調査は便宜上、7つの調査区に分割して行い、それぞれI～Ⅶ区とした。I～Ⅵ

区までは平成9年度中に調査を終了しており、今年度はⅦ区の調査を行った。

平成9年度の調査で弥生時代前期後葉～中世前半までの各時期の遺構を確認しており、今年度の調査

でも弥生時代前期後葉～中期初頭の周溝墓群、古墳時代後期の竃を持つ竪穴住居、中世前半の掘立柱建

物等を検出した。

C．弥生時代前期後葉～中期初頭の遺構・遺物

周溝墓群：周溝墓群は南西から北東に向かっ

て緩やかに下る、微高地の縁辺に存在する。周

溝墓群はその空閑地によって4群に分けること

が可能であり、Ⅶ区ではそのうち2群の一部と

3群の一部を検出している。

2群では平成9年度調査分と合わせて、方形

周溝墓8基、円形周溝墓5基の計13基の周溝墓

を検出している。

周溝墓31は北西隅を検出していないものの、

推定規模10×7mを測り、「コ」の字状を呈し

ている。南北それぞれの周溝の東端部分は深く

なっている（検出面との高低差は約70cm）ため、

東側の周溝が削平されているとは考えにくい。

3辺のみを区画することを意識して築造されて

いたのであろう。周溝墓31では主体部は検出で

きなかった。周溝の深さから想定すると、周溝

墓31の墳丘高は佐古川・窪田遺跡の中でも最も

大きな部類に入り、墳丘の低い周溝墓に比べて

より高い位置に主体部あったものと考えられる。

そのため、主体部が後世の削平によって失われ

た可能性が高い。なお、南側の周溝の東端部分

から完形の嚢（図8・1）、蓋、上部が約％残

存している壷が出土した。

写真1周溝墓3群（Ⅶ区）南東から

写真2　周溝墓3群（Ⅴ区）南東から

－5－



また、周溝墓31の北に平行するように周溝墓

32がある。南側の周溝が東端部分で北に続かな

いことと，南東隅のコーナー部分を確認してい

るため、周溝墓31同様「コ」の字状の周溝墓で

あると想定できる。なお、南側の周溝からは嚢

（図8・2）が出土している。

3群は21基の周溝墓で構成されているが、方　だ

形周溝墓20基、円形周溝墓1基と方形周溝墓が

圧倒的に多い。周港内出土遺物や周溝墓の切り

合い関係、形状等から周溝墓26→（15・27）→　′軋

16－→17－→19→37、19→33－→34一→25といった築造

順序を復原することができる。基本的に微高地

の高い部分（南）から低い部分（北）へと築造

されていったと考えられる。また、遺物から判

断して周溝墓21・28が後出する。

主体部は1～3群で計12基において検出して

いる。うち、7基の周溝墓で木棺痕跡が確認で

きた。Ⅴ～Ⅶ区（3・4群）では土層の識別が

非常に困難であったことを考慮すれば、木棺痕

跡の確認できていない長方形の土壌も本来、木

棺が納められていた可能性が高い。周溝墓40の

主体部の長軸長は1．1mであるが、木棺が埋め

られていたとすれば、その内法は更に小さくな

り、周溝墓40は小児用の周溝墓であると考えら

れる。また、周溝墓17の主体部は他の周溝墓と

異なり、円形の土壌が採用されている（図10）。

主体部の主軸方向は周溝墓17・18・39を除い

て、およそ東西方向であるが、2群のもの（周

溝墓8）は1群のもの（周溝墓3）に比べて若

干東に振っており、3群のもの（周溝墓15・16・

26・34・37）は更に東よりである。3群の周溝

墓の主軸方向は3つに分けることが可能であり、

上述のおよそ東西方向のものが多勢を占め、お

よそ南北方向を向くもの（周溝墓19）、両者の

間（北西一両東方向）のもの（周溝墓18・39）

がある。　　　　　　　　　　　　　（乗松）

写真3　周溝墓31・32　南東から

写真4　周溝墓15・16・26・27　東から

写真5　周溝墓38　遺物出土状況　南から

写真6　周溝墓16　主体部土層断面　北から

－6－



図4　V・Ⅶ区周溝墓群平面図
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周溝墓 群
墳　　　　 丘 周　 溝 主　　　 体　　　 部

時期
形　 態 規模 （m ） 出土遺物 形態 外法（m ） 内法（m ） 副葬品

1 1 円　　 形 7．0×5．5＋ I

2 1 円　　 形 9．4 ＋ I

3 1 不整円形 5．6×？ 木棺 1．75 ×0．7 1．2×0．5 管玉 2 I

4 1 長 方 形 7．7 ×5．6 牽 Ⅱ

5 2 円　　 形 4．6＋ て＝土ご互E Ⅱ

6 2 円　　 形 5．2 ・＝ヒ宝E Ⅱ

7 2 長 方 形 9．5 ×7．3 鉢 Ⅱ

8 2 円　　 形 8．8 ×8．4 「＝土＝ご宝E 木棺 1．8×0．7 1．6×0．45 Ⅱ

9 2 長 方 形 3．0 ×2．7＋

10 2 円　　 形 （5．0）

．11 2 長 方 形 3．6 ×2．5＋

12 2 長 方 形 3．4 ×2．1＋

13 2 長 方 形 3．8 × （3．7）

14 2 長 方 形 3．6 ×2．6

15 3 長 方 形 4．7 ×4．4 木棺 1．85 ×0．7 ？ 管玉 2 I

16 3 長 方 形 5．5 ×4．0 木棺 1．85×0．75 1．5 ×？ 石鉄 I

17 3 長 方 形 6．0 ×4．6 土壌 1．5

18 3 （長 方 形） ？
°

＝土ご∃亘 土壌 1．9×0．9 I

19 3 長 方 形 5．4 ×5．3 木棺 1．75×0．65 1．2×0．5

20 3 （長 方 形） 3．2 × （2．4）

21 3 円　　 形 6．0 ×5．7 士雪互 Ⅲ

22 4 長 方 形 6．6 × （9．0）

23 4 円　　 形 5．8

24 2 円　　 形 ？ 鉢 Ⅱ

25 3 長 方 形 3．5 × （6．4）

26 3 （方　　 形） 6．4 ×2．4 ＋ 嚢 土壌 I

27 3 （方　　 形） （4．0）．×1．2＋ I

28 3 （方　　 形） 1．2＋ 士笠 Ⅲ

29 3 （方　　 形） 1．8× ？ 士∃亘 I

30 3 長 方 形 2．7 ×2．3

31 2 長 方 形 7．0× （10．0） 壷 ・嚢 ・蓋 Ⅱ

32 2 長 方 形 7．7×？ 壷 ・嚢 I ？

33 3 長 方 形 7．3×5．8

34 3 長 方 形 9．0× （6．6） 木棺 2．3×0．75 ？ 石鉄 2

35 3 長 方 形 3．5× （2．4）

36 3 長 方 形 2．6×？

37 3 長 方 形 4．1×3．6 鉢 土壌 1．55×0．85 Ⅱ

38 3 長 方 形 （3．6）× ？ 鉢 2 Ⅱ

39 3 （方　　 形） ？ 木棺 1．75×0．55 ？
°

40 3 長 方 形 2．8 × （3．0） 土壌 1．1×0．65

表2　佐古川・窪田遺跡検出周溝墓一覧表

＊墳丘規模の（）は推定値

＊周溝墓34主体部出土石鉄2点のうち，1点は先端部と基部を欠損している

＊時期は周溝出土遺物（完形，もしくは大形の破片）と周港内埋土の切り合い関係から判断したもので

あり、それぞれ　I：前期後半中葉　Ⅱ：前期後半後葉　Ⅲ：中期初頭　を表している
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弥生時代前期

弥生時代後期
図6　佐古川・窪田遺跡遺構配置図（1）
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竪穴住居

古墳時代後期

図7　佐古川・窪田遺跡　遺構配置図（2）
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図8　周溝墓出土遺物

L＝36．500m

0　　　　　　　　50cm
l・；　　．！

図9　周溝墓15主体部平・断面図

1　周溝墓31周溝
2　周溝墓32周溝

3　周溝墓33・34間周溝
4　周溝墓37周溝

5・6　周溝墓38周溝

0　　　　　　　　　　　　10cm
」　　　＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」

L＝36．500m

0　　　　　　　　50cm
し＿＿＿＿＿⊥＿＿＿＿＿＿＿　」　－＿＿＿＿＿＿＿＿」

図10　周溝墓17主体部平・断面図

－15－



4．北内遺跡

a．立地

北内遺跡は南から伸びる尾根の先端部分の、東西を旧馬指川（現国道32号線部分）と東大東川に挟ま

れた微高地上に立地している。北内遺跡のすぐ南にある栗熊遺跡（北内遺跡と同一微高地上）では、古

代末～中世初頭の遺構・遺物が確認されており、また、弥生土器と思われる遺物が多量に出土したと伝

えられている。

b．調査区割りと層序

調査はI～Ⅳ区に分割して行った。Ⅲ・Ⅳ区間を微高地の頂部とし、そこから北・東・西に向かって

それぞれなだらかに下る地形となっている。

遺構面は3面あり、それぞれ古代末～中世初頭、弥生時代後期、弥生時代前期末～中期前半を中心と

した遺構面である。弥生時代前期末～中期前半の遺構面以下は、佐古川・窪田遺跡、池下遺跡（栗熊地

区）同様黄色系の粘土層が堆積しており、遺構・遺物は確認していない。

C．弥生時代前期末～中期前半の遺構・遺物

概要：微高地の頂部付近は、確実な住居等は

復原できないもののピットを多数、土坑、井戸

等を検出しており、居住域であったと考えられ

る。ただ、大藩1以東には遺構は存在せず、ま

た、調査対象地の北辺でも遺構は存在しない。

このような状況から想定して集落の中心は調査

対象地よりも南（微高地のより高い部分）に位

置しているものと思われる。

大溝5：東西に長い調査対象地のほぼ中心部

で検出した。微高地が北と東に下っていく途中

にあり、流路方向は南南東から北西に向かって

いる。上述のとおり、これより東に遺構は無く、

居住域を区画するという機能もあったと考えら

れる。ただ、この遺構が等高線にほぼ直行して

いる（単なる水路の可能性）こと、居住域の西

（次年度以降調査予定）で同様の溝を確認して

いないことから、現時点で「環濠」とするのは

難しい。

木棺墓1：木棺墓1は長側板1辺と小口板1

辺の痕跡を確認している。墳底を掘り込んで棺

材を安定させる形式のものではない。棺内から

は前期末に比定できる土器が出土しているが、

写真7　大溝5　南から

写真8　大溝5土層断面　南から
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写真9　木棺墓1棺痕跡検出状況東から

完形のものや、完形に近い状態のものは全く無

く、全て破片である。土器を意識的に破砕して

僕献した可能性も考えられる。

土坑：15基検出された土坑から一括廃棄され

た多量の土器群の資料（図11・12）を得ること

ができた。県下では少ない当該時期の良好な一

括資料群であり、出土遺物（木棺墓・井戸出土

資料を含む）を比較することにより木棺墓1→

（土坑12・土坑3）→土坑36→井戸10→（土坑5・

井戸11）の変遷を追うことができる。

土坑12の遺物は櫛措文を持つものがほとんど

であるが、唯一点へラ描沈線文を施した逆L字

状口緑の嚢の破片（図11・9）を含んでいる。

e．古代未～中世初頭の遺構・遺物

概要：掘立柱建物1以東は耕作地であったと

考えられ、南北方向の地割りに沿った非常に浅

い小規模な溝を10数条検出しているのみである。

Ⅳ区では地割りに沿った南北及び東西方向の溝

を検出している。

掘立柱建物1：2間×5間の掘立柱建物で北

側に庇が付く。面積は約50nfである。建物内に

約1．5×1．05mの貯蔵用であったと考えられる

写真10　木棺墓1遺物出土状況東から

写真11井戸11遺物出土状況　北から

写真12　Ⅳ区全景　東から
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ク 1

配　胞

4～9　土坑12

10～13　土坑3

10cm

図11木棺墓1・土坑12・土坑3出土遺物
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墓－‡二一＿

∴こ

坑『6

7～10　井戸10

障扇望竺‾竃

11～14　土坑5

15～17　井戸11

10cm

図12　土坑36・井戸10・土坑5・井戸日出土遺物
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土坑がある。その埋土は基盤層等の土をブロッ

ク状に含んでおり、建物の廃絶に伴い意図的に

埋め戻されたことが観察できる。また、建物の

西には1．65mxO．6mの平面形が長方形の土墳

墓と思われる遺構がある。

溝26：溝26は掘立柱建物1に付随すると考え

られる溝であり、西溝を中心に土器が出土して

いる（図13）。溝が小規模であること、遺物の

出土状況、出土している土器の摩滅度にほとん

ど差が無いこと等からみて、これらは一括性の

高い遺物である。1～4は土師器の杯である。

5は土師器の椀であるが、高台が高いタイプで

ある。体部は直線的に上方に伸びる。6・7は

土師器の円盤状高台杯・椀である。8は土師器

の椀である。9は内面に6分割のヘラミガキを

施した土師器の椀である。外面のヘラミガキも

密に行っている。10は土師器の椀の高台部分で

ある。11は黒色土器B類の椀である。外面のヘ

ラミガキは密である。12は黒色土器A類の椀で

ある。底部にはヘラ切りの痕跡が確認できる。

1～12はいずれも胎土が非常によく似ている。

細かい砂粒や雲母を含み、北内遺跡から出土す

写真13　掘立柱建物1　南東から

写真14　溝26遺物出土状況　北西から

る弥生時代中期中葉の弥生土器の胎土に類似している。地元での土器制作が伺われ、西村遺跡における

一元的な土器制作が行われる直前の様子を示しているといえよう。13・14は嚢であるが、1～12と異な

り、胎土は粗い粒子を含んでいる。

＼ヒ≡⊇＝クノ6

7　　　－‾1三　戸苛ここ10

図13　溝26　出土遺物
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5．まとめ

a．佐古川・窪田遺跡の周溝墓群について

佐古川・窪田遺跡の墓域は弥生時代前期後菓～中期初頭までの周溝墓40基で構成される。近年、前期

～中期初頭の周溝墓についてはその出現・成立（角南1999）過程を中心に詳細な研究が行われているが

（本間1997・中村1998・角南1999等）、瀬戸内中部地域で当該期の群構成をなす周溝墓が調査された意義

は非常に大きいと思われる。ただ、周溝墓の出現・成立過程に関して、現時点では明確な考えを持って

いないため、本報告に譲ることとするがこその起源については寛倉里遺跡（李1997）を根拠に外来的な

ものであると考えている。

佐古川・窪田遺跡の周溝墓の平面形態は大きく円形、方形の2者に分けることが可能であり、更に細

かくみていくと「コ」の字状を呈するもの（4辺のうち1辺がないもの）、周溝のコーナーの1部が途

切れているもの等、様々である。初期周溝墓の平面形態には地域差のあることが知られている。平面形

態が円形の周溝墓は佐古川・窪田遺跡の他、丸亀市龍川五条遺跡（宮崎1996）や岡山県百聞川沢田遺跡

（平井1993）で確認されており、瀬戸内中部地域の特徴としてあげることができる。また、他地域では

円形周溝墓が中期以降にしか出現しないため、日本列島における円形周溝墓の出現地とされている（近

澤1995・岸本1998）。また、香川県地域（更に限定すれば丸亀平野）に限れば、佐古川・窪田遺跡や龍

川五条遺跡にみられるように、円形の周溝墓と共に方形の周溝墓が存在していることがその地域的特徴

であるといえる。

また、先述のように、佐古川・窪田遺跡の墓域は、空閑地の存在を根拠として4つの群に分けること

が可能であり、1つの周溝墓群は家族的な、もしくはそれに類似する1つの集団の「単位墓群」（岩松

1992）であると想定している（佐藤1998）。ただ、2群と3群の周溝墓群を比較してみると、同様の在

り方をしていないことに気付く。まず、その平面形態であるが、2群は円形・方形・「コ」の字状を呈

するものと様々であるのに対して3群の周溝墓は平面形態が不明瞭なものもあるが、円形のものに比べ

て方形周溝墓が圧倒的に多い。また、周溝墓の配置原理であるが∴2群では規模の大きな周溝墓7を構

築した後、周溝を共有するようなかたちで隣接して規模の小さな周溝墓14・13・12・11を順に築いてい

る。また、そのすぐ東においても、小規模な周溝墓9は規模の大きな周溝墓8の存在を前提として構築

されているようである。このように、2群では規模の大きな周溝墓を構築した後、それに隣接するよう

に規模の小さな周溝墓を構築している。一方、3群では、比較的同規模の周溝墓を微高地の高い部分

（南）から低い部分（北）へと周溝を共有しながら順に構築している状況が窺え、規模の大きな周溝墓

34が隣接している周溝墓に先行して構築されているということは必ずしも無いようである。以上、2点

からのみ2群と3群の比較を行ったが、それぞれが全く同質であるとはいえず、これは、各周溝墓群を

築く各集団の差であると考えられる。つまり、佐古川・窪田遺跡では全く同質でない集団が周溝墓とい

う共通した墓制によって、同じ墓域を形成しているということを読み取ることができ、そこには当時の

人々の意識や、地域社会の状況が反映されていると考えられる。弥生時代前期の潅漑施設であると考え

られる大溝1の存在は、ある程度のまとまった労働力の結集があったことを想定させ（大久保1995・佐

藤1998）、その潅漑水路の維持・管理に異なる集団が協業していたとも考えられ、それが佐古川・窪田

遺跡の墓域としてあらわれていると推測することができる。ただ、現時点では、佐古川・窪田遺跡の墓

域に対応する集落は確認されていないため、推測の域を出ない。
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b．佐古川・窪田遺跡と北内遺跡の墓制について

県下では弥生時代前期の墓制を示す遺跡として佐古川・窪田遺跡、周溝墓・木棺墓・土墳墓で墓城を

構成する龍川五条遺跡、木棺墓・土墳墓を長軸方向、短軸方向に主軸を揃えて列状に配置する観音寺市

樋ノロ遺跡（片桐・信里1998）があるが、それに続く中期前半の墓制については不明瞭であった。今回

の調査で北内遺跡において前期末の木棺墓と中期中葉の土墳墓を検出し、多少ではあるが、中期前半段

階の墓制が明らかになった。

北内遺跡の木棺墓・土墳墓は集落の縁辺と思われる場所に、密集することなく存在している。また、

先述のように棺内（境内）からは底部から若干レベルの高い位置で土器片が比較的多く出土しており、

土器を意図的に破砕したもの、もしくは元来破砕されていたものを供献していたと考えられる。今回検

出した墓は2基だけであるが、集落が前期末～中期中葉まで営まれていたことを考えると、中期前半を

通してこのような墓制がとられていたと思われる。

北内遺跡のような事例が中期前半における県下での普遍的な状況であるかどうかは分からないが、少

なくとも、西隣の微高地上に築かれた前期後葉を中心とする佐古川・窪田遺跡と比較することは可能で

あろう。そしてその墓制の変化は著しく、中期初頭の段階で人々の意識や社会状況が大きく変化したこ

とを示しているものと考えられる。

C．先端部を欠損している石鋲の副葬について

佐古川・窪田遺跡では周溝墓34の主体部から石鉄が2点出土しており、そのうち1点は先端部と基部

を欠損している。瀬戸内中部地域を中心に弥生時代前期の墓を概観すると、佐古川・窪田遺跡も含めて、

愛媛県西野Ⅲ遺跡（長井・土居1974）、同持田町3丁目遺跡（真鍋1996）、百聞川沢田遺跡（神谷・草原

1992）、徳島県庄・蔵本遺跡（北条1998）と先端部を欠損している石鉄が出土している。先端部欠損石

鉄が墓から出土することには「死者への鎮魂」（長井・土居1978）、「折損石鉄供献」（行田1985）といっ

た考え方があるが、一体、どのような目的があったのか、現時点では断言できない。ただ、佐古川・窪

田遺跡では周溝墓の周溝ではなく主体部から出土しているため、ここではとりあえず副葬されていたも

のと考えておく。

中・四国地域における弥生時代前期の墓域は縄文時代の系譜を引く環状配置、九州北部地域の影響を

受けた列状配置、墳丘墓状の配置で構成されているとされる（草原1992）。上述の西野Ⅲ遺跡、持田町

3丁目遺跡、百聞川沢田遺跡、庄・蔵本遺跡ではそれぞれの墓が列状、もしくは主軸方向を揃えること

を意識して配置され、それらが墓域を形成している。墓が主軸方向を揃えて列状をなすのは九州北部地

域では弥生時代になってからであり（溝口1998）、瀬戸内中部地域においても主軸方向を揃える配置の

墓城構成は弥生時代の新たな墓制であるといえる。佐古川・窪田遺跡を含めて、先端部欠損石鉄の副葬

は弥生的な墓制を示す遺跡でみられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（乗松）
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Ⅱ．資料整理の概要報告

1．鴨部・川田遺跡

a．本年度整理事業の概要

本年度は平成3年度調査を実施した鴨部・川田遺跡の整理事業の2年目に当たる。本年度は昨年度に

引き続き木製品実測、遺構図面の実測、石器・環濠以外の土器の実測を実施し、『鴨部・川田遺跡Ⅱ』

第1・2分冊の編集を行った。

b．弥生時代集落について

本遺跡からは環濠に囲まれた弥生時代の集落が検出されているが、本年度は環濠出土土器以外の土器

の実測作業を行った。この結果、集落内外の出土土器は多条のヘラ措沈線文や貼付突帯を施す壷、逆L

字口緑の嚢を中心とする弥生時代前期後半の土器が大半を占めるが、削出突帯や段をもつ壷、段やヘラ

描沈線文2条を施す嚢等の弥生時代前期中葉や、櫛措直線文や波状文をもつ壷・嚢等の弥生時代中期初

頭の土器も確認された。したがって、集落は弥生時代前期中葉から中期初頭まで営まれたことが推定さ

れる。また、環濠の西部においては、環濠の下層から環濠掘削以前の溝（SDlO67）が検出された。出

土土器から、SDlO67は弥生時代前期中葉に掘削されたことがうかがわれる。なお、来年度以降に環濠

出土土器の整理を行うが、環濠の存続時期については再検討する必要があろう。　　　　　（森下）

写真15　鴨部・川田遺跡　弥生時代環濠集落
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2．野牛古墳

野牛古墳は大川郡津田町津田字神野に位置する。高松東道路建設に伴い、平成7年度に500nfの発掘

調査を実施した。調査内容については当該年度の概報を参照されたい。

整理作業は今年度の10～12月の3ケ月間をかけて行った。遺物の実測図面の作成を行う傍ら遺構図面

に関しては調査時の図面を編集し掲載図面の原図を作成した。その後レイアウトを行い、トレースへと

作業を進めた。遣物では、以前野牛古墳の石棺が開口された際発見された玉類が津田町郷土館に収蔵さ

れていたことから、この図面・写真も許可を得て掲載できた。この他にも同館の収蔵品を実測・掲載で

きるなど、津田町教育委員会には多大な御協力を得た。

考古学的な調査以外に自然科学的分析も行った。赤色顔料の分析では使用された赤色顔料はすべてベ

ンガラであることが判明した。玉類の材質と産地分析では、管玉のうち2点が碧玉で、1点は佐渡産で

あることが明らかになった。古墳時代の碧玉の分析で佐渡産の碧玉が関東北陸以西に分布することが明

らかになったのは初めてである。出土した青銅鏡の保存処理を調査終了時点で行った。鏡面に付着した

麻布は良好な遺存状態を示していた。この状況・文様面への玉の付着などから、鏡は布に包まれ鏡面を

外に向けて首付近に置かれていたと推測している。

時期を直接示す土器等は出土していないが、遺物の観察から野牛古墳は古墳時代前期末の4世紀後葉

頃の築造と判断した。臼玉はその形態・研磨痕が古い様相を残している。古墳の位置する津田町には古

墳時代前期から中期前半の古墳が密集しており、野牛古墳もその中の1基である。この古墳群は地形に

より南北2つの小群に分かれる。両者はともに、

前方後円墳に竪穴式石室を安置し舶載鏡を副葬す

る階層を頂点とし、その下に円墳に箱式石棺を安

置し小型傭製鏡を副葬する階層を形成する。後者

の典型例である野牛古墳を通して、このような古

墳群の構成を把握できた。

津田町でも弥生時代終末の遺構が見つかってお

り、これら在地の人々が古墳群も築造したと考えた。

しかし、これまで明らかにされてきたように地形

的に海に頼らざるを得ない状況にあり、前方後円

墳を含む古墳群を形成するような勢力にはなりに

くい。やはり畿内政権と関係を持つことにより大

きな力を得たとの考えは妥当である。今回の野牛

古墳あるいは岩崎山1・4・5号境でも漁具や海

に関連する遺物が出土しているのも、元々の出自

を反映しているのであろう。5世紀に入り、内陸

部に四国最大の前方後円墳である大川茶臼山古墳

が築造されるにいたり、畿内政権による当初の目

的を失い、津田町では古墳群の形成が途絶えてし

まう。　　　　　　　　　　　　　　　（古野）

写真16　鏡面麻布付着状況

－28－

写真17　石棺全景（蓋石除去後）



3．末3号窯跡

末3号窯跡は大川郡志度町末に位置する須恵器焼成窯遺跡である。高松東道路建設に伴い、平成3・

7年度に合計3，939nfの発掘調査を実施した。調査内容については当該年度の概報を参照されたい。

整理作業は今年度の1～3月の3ケ月間をかけて行った。遺物数量はコンテナ換算で28箱になる。

遺物に関しては、注記・接合の後、実測図画の作成を行い、一方遺構図面に関しては調査時の図面を

編集し掲載図面の原図を作成した。両者を並行して行い、遺構・遺物図面を遺構単位でレイアウトし、

トレースへと作業を進めた。東讃地方では数少ない窯跡の正報告ということもあり遺物図面を多数掲載

したかったが、やはり全体量が少ないことから300点足らずの図面掲載となった。遺構図面は調査範囲

全体の遺構配置図を調査時に作成していなかったことから、今整理で初めて全体の遺構の関係が判明し

た。この他、遺物の復元はできる限り行うように努め、それらを写真撮影し図版に掲載した。

以上整理作業の結果、末3号窯跡は出土須恵器から見て、7世紀中頃の窯跡であることが判明した。

操業期間は短い。これは遺物の形態差・出土量および遺構の状況いずれもが示している。出土した須恵

器杯には、古墳時代に主流であった形態の蓋杯はすでに無く、また後代の高台付蓋杯は未だ製作されて

いない。このような状況は他の窯跡を見ても類例に乏しいことから、丹念に遣物の観察を行い念を押し

ている。出土量に関しては窯跡を破壊した農道開削時に多くの遺物が出土したと聞いたが、2年度目に

行った灰原の予想された溜め池の調査でも最深部まで調査しなかったからか出土量が少なかった。また

末1号窯跡に見られた焼成部の舟底状土坑等も存在せず、大きな補修痕もなかった。

窯跡周辺では他の遺構も見つかっている。ピッ

トも検出したが、掘立柱建物跡を構成できなかっ

た。窯跡の上には排水溝が逆U字形にめぐり、焚

き口の15m下方には運搬用の通路と思われる溝や

平坦面がほぼ水平に作られている。これらの埋土

も、長期間の使用を窺わせる状況にはない。この

他性格不明の土坑が存在し粘土採取坑かとも考え

たが、明らかにできなかった。

末窯跡群の工人を掌握した豪族は遺跡の分布状

況から志度町の南の内陸側の長尾町方面に存在し

た可能性が高く、また形態の類似する杯が高松市

や坂出市の遺跡から出土していることから、生産

した須恵器はその豪族の下で流通した可能性があ

る。　　　　　　　　　　　　　　　　（古野）

写真18　未3号窯跡
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写真19　窯跡下方の通路状遺構
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